
 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月５日、連合は16春闘の最終集計結

果を公表した（右表参照）。賃上げ率は昨年

比微減となったものの、定期昇給を含め

２％（5,779 円）を確保した。一時金も前

年度よりも微増となった。民間春闘では３

年連続の賃上げを獲得し、一定の成果を引

き出すことができた。 

今年の人勧闘争は春闘結果に基づく賃上

げはもとより、アベノミクスで失われた「実質賃金」を取り戻すことが焦点となる。生

活水準を維持する賃金改善に向け、当面７月 26 日が交渉のヤマ場となる、人事院勧告

闘争に結集していくことが必要となる。 

 物価の上昇等を加味した、実質賃金は５年連続で下落している。

右表は近年の実質賃金の推移だが、この間の物価上昇や2014年の消

費増税などで、５年間で５％下落した。アベノミクスによる賃上げ

を謳いながら、実際には年々厳しさが増す、“まやかし”であること

は明らか。さらに４月からの給与制度の総合的見直しで中堅層以上

は賃金据え置きとなり、実感できる賃金改善が課題だ。 

アベノミクスで下落した実質賃金回復のため、生活改善

を実感できる賃金改善が不可欠だ。当面する参院選で安倍

政権にNoを突き付け、来たる人勧闘争を闘い抜こう。 

 

 

 一時金の「勤勉手当成績率」のチェックを欠かさずに（総務事務シ

ステムの給与支給明細書で確認。成績率は右表参照）。当局は賃金抑制が

続く中高齢層の勤務意欲確保のため「個々の職員に着目し、勤勉手

当の運用上の工夫」を行うと回答している。しっかり運用されてい

るか、勤務意欲の確保につながる改善となっているか、確認しよう。 

 賃上げ額（定昇含む） 賃上げ率 

全 体 
5,779円 

（対前年▲575円） 

2.00％ 

（▲0.20） 

うち地場中小 

(組合員300人未満) 

4,340円 

（対前年▲207円） 

1.81％ 

（▲0.07） 

一時金（年間） 4.86月（対前年＋0.02月） 
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棄権は危険！今の

政治を変えるため

にも比例区「吉田

ただとも」・選挙区

「きどぐち英司」

に確実に一票を！ 

県職労ＨＰ ⇒ ht tp : / / iwatekensyoku .or . j p   （ﾕｰｻﾞ ID・ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞをお忘れの方は最寄りの書記局へ） 

〔連合発表 2016春季生活闘争回答集計結果（最終）〕 

成績
率

人員
分布

事績顕著者表彰
（個人・グループ中心者）

1.035

部局長表彰・事績顕著
者表彰（グループ）

0.985

勤務成績が特に優秀 0.940
部局長表彰（グループ） 0.905
勤務成績が優秀な職員 0.840

良好 勤務成績が良好な職員 0.755
（良好でない場合の成績率は掲載割愛）

30％
程度

特に
優秀

優秀

区　分

10％
程度

実質賃金率（2010年＝100とした） 



 

 

 

 

 

 

 参院選が最終盤を迎えた。マスコミは自

公を中心とする改憲勢力が優位との報道

が続いている。改憲を何としても阻止す

るため、地元九州を中心に「吉田ただと

も」への支持の輪が広がっている。アベ

ノミクスの破綻、憲法改正を強行する安

倍自公政権に危機感を持った多くの国民

が「吉田ただとも」を国会へ押し上げる

力となっている。 

勤労者の処遇改善、平和な社会を守るには、党首として社民党

の先頭に立ってきた「吉田ただとも」の

当選が必須である。 

そのためには、浸透が薄い東北での支

持拡大がカギとなっている。私たちが出

来る具体的な取組みとして「家族や友

人・知人等への声かけ」を着実に行い、

１人ひとりの積み上げが必要となる。 

平和で生活者・勤労者に寄り添った政

治を実現するために、「吉田ただとも」

支持拡大へ、全組合のあと１歩取り組み

を要請する。 

 

 

 

   棄権は現政権・自民党への白紙委任です。棄権せ 

   ずに、投票で私たちの意志をしっかり示しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 元衆議院議員・山本喜 

代弘さん（秋田出身）が 

情勢報告し、秋田でも安 

倍政権への国民の不満は 

高まっており、劣勢の選 

挙区選挙を盛り返してき 

と報告。働く者が安心して暮らせる政治を実現

するため、「吉田ただとも」をはじめ社民党の勝

利と野党統一候補「きどぐち英司」当選が不可

欠とし、全力挙げての支持拡大を訴えた。 

 

 

 

「吉田」姓の候補者は他にもいます。フルネームで確実な１票を 

山本喜代弘さん 


